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＜第２回学校運営協議会＞
熱中症指数が３２を超えるような猛

暑日が続き、外遊びや体育の授業も制
限をするような日が続いています。
７月１２日（火）に黒羽小学校を会

場にして、学校運営協議会が開催され
ました。会議の内容や授業参観の様子
などをお知らせいたします。

＜授業参観の様子＞
黒羽小学校の授業の様子を参観しました。

＜下部組織の話合い＞
評価部会
・昨年度評価項目や内容を検討したの
で、今年度も継続して使用する。
・評価結果についての課題（読書活動
や自己肯定感の低さ）の内容によっ
ては、小中一貫教育組織の各部会で、
検討していく。

学習支援部会
・４小１中、５校の黒羽学園では、旧黒羽町が学区となり、「学習支
援部会」として活動する上でも、広範囲になる。



・各学校における要望に基づく支援を
行ってきているので、今後も継続し
て実施していきたい。（ミシン指導、
菊作り、野菜さつまいも栽培、作物
栽培など）
・環境整備（草刈り、穴掘り等）も継
続していきたい。
・教職員への周知を進め、さらに活用してほしい。
・人材一覧表も、年々更新しているので、活用していきたい。
・絵手紙、読み聞かせなど実施している学校もある。
生活向上部会
・ゴミ拾いなどの地域の活動に子どもも
参加してはどうか。そのためには、早
めに地域の団体と連携をとることも必
要。また「ゴミの日」でなくても、地
域の清掃日を設定するなどの方法もあ
る。
・「芸能の復活」なども今後可能性はある。
例：須賀川の「おはやし会」については、今後学校と協議しながら
具体的に詰めていきたい。

保護者部会
・構成委員が各学校のPTA会長のため、
任期が１年間となっている。学校運営
協議会が情報交換の場であるが、具体
的な活動につなげにくい状況がある。
PTA副会長（次期会長）がオブザーバ
ーとして参加して、２年間の活動だと進めやすいかもしれない。
・今年度も難しい状況であるが、できることを実施したい。
・「小中の接続」という意味で、子どもたちの「不安を取り除くお手
伝い」に視点をあてていきたい。
・夏休みを利用した、「部活動見学」や「テスト」などを行ったり、
５・６・７（中１）年生で運動会の開催、合同講話などのアイディ
アはあるが、調整が必要になる。費用や移動の問題等もある。

広報部会
・年間５回の黒羽学園（コミュニティー）だよりを作成し、各学校の
ホームページに掲載する。
・共有フォルダを活用し作成（編集）する。


